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問題と目的 

 2016 年に改正された自殺対策基本法は，学校に

生命尊重に関する教育と心の健康教育に加えて，援

助要請行動に関する教育を行うことを求めている。

また，この援助要請行動に関してはその発信と併せ

て友人からの援助要請を受け止める力の涵養も課

題として指摘されている（文部科学省・厚生労働省，

2018）。文部科学省（2021）は児童生徒の自殺者の

増加を指摘し，法が定める自殺予防教育を行うこと

で，「児童生徒自身が心の危機に気づき，身近な信

頼できる大人に相談できる力を培うとともに，児童

生徒が安心して援助要請ができる環境の整備に努

めること」を求めている。 
  その援助要請行動に関する教育の指導資料とし

て文部科学省（2018）は「自殺予防教育とＳＯＳの

出し方に関する教育の整理表」を提示し，東京都及

び北海道のプログラムを紹介している。それは，児

童生徒に援助要請行動の方法を教え，その能力を向

上させようとするものだと言えよう。 
 しかし，そもそも，人はなぜ容易に人に相談でき

ないのであろうか。 
このことについて山本（2019）は，抵抗の概念を

用いて，人の課題対処や思考の様式に基づく「課題

対処による阻害」，対人様式に基づく「対人関係に

よる阻害」，変化への戸惑いに基づく「変化による

阻害」の３つに分類し，「自立」「鈍磨」「内容への

抵抗」「解決が望めない」「解決を望まない」「陽性

転移」「遠慮」「支援者による攻撃」「陰性転移」「こ

き下ろし」「無用の援助」「関係の変質」「噂の拡大」

「事態の悪化」「脅かされる自尊心」の 15 の阻害

例を示している。 
この抵抗感については量的検討もなされている。

田村・石隈（2001）は教師の被援助志向性に関し

「援助関係に対する抵抗感」に係る因子を，本田・

新井・石隈（2011）は中学生の被援助志向性に関

し「被援助に対する懸念や抵抗感」に係る因子を，

いずれも他因子と共に一つの因子として抽出して

いる。 
 しかし，抵抗感は山本（2019）が指摘するとお

り一側面によるものではなく，複数の次元で構成

されることも予測される。例えば，佐々木・水野・

永井（2017）は，これに関しスティグマという側

面を指摘している。スティグマは否定的な社会的

反応であり，偏見や汚名を指す。そこでは共分散

構造分析により，援助要請がスティグマへの懸念

によって阻害されることを明らかにしている。 
 加えて，野﨑・石井（2004）は「自尊心への脅

威」という視点から，これを追究している。そし

て松田・山﨑（2021）は専門家による心理的援助

を求める態度について，「自己解決志向」因子を抽

出し，援助要請と負の関係にあることを報告して

いる。小池・伊藤（2015）は，精神的困難を抱え

た者の被援助意図に，自尊感情と自己効力感が間

接的に影響していることを報告している。 
 このような援助要請に対する抵抗感の多面性を

整理したものに，菊地・山本（2021）がある。そ

こでは，小学生の抵抗感の構造が探索され，『評価

への懸念』『対象への不信』『自立への固執』の３

因子が抽出され測定尺度が作成されている。しか

し，そこで得られた知見が，小学生にのみ当ては

まることであるのか，一般的なものであるのかは

明らかではなく，また，先行研究で言及されたよ

うな自身に対する評価との関係は未だ不明瞭であ

る。 
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 そこで本研究では，大学生を対象に，（ⅰ）援助

要請行動抵抗感についてその構造を明らかにする

とともにこれを測定する尺度を作成し，（ⅱ）自尊

感情及び自己効力感が援助要請行動抵抗感に与え

る影響を検討し，（ⅲ）その援助要請行動抵抗感が

援助要請行動に与える影響について明らかにする

ことを目的とする。ここで得られる知見は，学校教

育を念頭に考察することで，その支援の改善に資す

るものとなることが期待される。 
 

方法 
調査時期  2021 年 6 月 
調査対象  大学生 203 人 
調査材料  下の４件の内容による質問紙を用いた。 
援助要請行動抵抗感：24 項目からなる援助要請行

動抵抗感暫定尺度を用いた。これは，人がなぜ相談

を逡巡するのかに関し抵抗の概念を用いて論じた

山本（2019）の 15 の阻害例及び菊地・山本（2021）
の小学生の援助要請に対する抵抗感に関する尺度

を参考に作成し，５件法で回答を求めるものである。 
自尊感情：自尊感情尺度（桜井，2000）の 10 項目

を用いた。これは Rosenberg（1965）の尺度の星

野（1970）の日本語版を修正したもので，４件法で

回答を求めるものである。 
自己効力感：一般性セルフ・エフィカシー尺度（坂

野・東條，1986）の 16 項目を用いた。原尺度はYes
とNo の２件法によるものであったが，３因子構造

が報告されていることから，その分析を容易にする

ために「はい」「どちらともいえない」「いいえ」の

３件法によった。 
援助要請行動：大学生が経験するであろう悩み事５

件を，複数の大学の保健管理センター等の紀要に掲

載された相談件数報告の分類を参考に作成した

（Table２参照）。これについて「次の各項目のこと

で悩んだとき，あなたは誰かに相談しますか？＜必

ずする＞～＜絶対しない＞の５段階で，あてはまる

数字に○印をつけてください」の教示により回答を

求めた。 
調査手続き及び倫理的配慮： 授業終了後の大学生

に協力を求め，無記名による質問紙を配布しその場

で回答を求めた。その際，回答は任意であり，退席

可能であること，いったん回答を始めてもいつでも

中止することができ，白紙や中断のままで質問紙を

提出することが可能であることを口頭で説明した。 
 

結果と考察 
 178 人から協力が得られた。回答率は 87.68％で

あった。 
１ 援助要請行動抵抗感尺度の作成 
  援助要請行動抵抗感暫定尺度の24項目について

探索的因子分析を行ったところ，固有値の落差から

３因子構造がうかがわれ，３因子までの累積寄与率

は 45.854％であった。この結果を基に負荷量が.5
に満たない項目と複数の因子に高い負荷量が見ら

れた項目を削除し，11 項目について再度分析を行

った。そのパターン行列を Table１に示した。その

累積寄与率は 63.950％であった。 
 第１因子では「相談をしたとき，その人の態度が

変わってしまうかもしれないから」「相談相手から

の自分への評価が気になるから」などに高い負荷量

が見られた。これは援助要請をしようとする際に生

じる相談相手から受ける評価を懸念するものであ

ると考えられたことから『評価への懸念』と命名し

た。 
 第２因子では「相談によって解決するとは思って

いないから」「人に相談しても，役に立つ返事がも

らえないと思うから」などに高い負荷量が見られた。

これは援助要請をしても相談相手から有益な援助

が期待できないとの不信感から生じるものと考え

られたことから『対象への不信』と命名した。 
 第３因子では「自力で解決できる人間になりたい

から」「人に相談などしない，自立した人間である

べきだと思うから」などに高い負荷量が見られた。

これは援助要請自体を否定的に捉え，その行動を自

立できていない人間の行動だと捉える信念に由来

するものだと考えられたことから『自立への固執』

と命名した。 
 因子間相関に関し，『評価への懸念』『対象への不

信』間には弱い相関が見られた一方，『自立への固

執』は『対象への不信』とは極めて弱い相関，『評
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価への懸念』とは無相関であることが示唆された。 
 ３因子モデルの適合性に関し確認的因子分析に

より検討したところ，GFI=.961, AGFI=.909, 
CFI=.936, RMSEA=.044 であり，これについて確

認された。 
 次に，各因子に高い負荷量を示した項目への回答

を足し上げることによる尺度の作成を試みた。『評

価への懸念』尺度の Cronbach のα係数は.782，『対

象への不信』では.794,『自立への固執』では.793 で

あり内的整合性は概ね確認された。下位尺度間相関

は，『評価への懸念』『対象への不信』間は.356
（p<.01），『対象への不信』『自立への固執』間

は.196（p<.01）であった。『自立への固執』『評価

への懸念』間は.020（ns）であり無相関であった。

これらにより，概ね独立した下位尺度が得られたも

のと考えられた。 
 ２週間の間隔を空けて実施した１回目と２回目

の検査間のPearson の積率相関係数は，『評価への

懸念』では r=.801（p<.01），『対象への不信』では

r=.639（ns），『自立への固執』では r=.971（p<.01）
であった（N=18，本調査とは異なる調査対象によ

り検討された）。『評価への懸念』と『自立への固執』

の安定性は確認された。その一方で『対象への不信』

の相関は低く，無相関検定の結果は有意でなく，十

分な安定性があるとは言えないものであった。この

ことから，『評価への懸念』と『自立への固執』は

個人の特性的な側面を，『対象への不信』は状態的

な側面を測定しているとも考えられた。 
 山本（2019）は，援助要請行動を阻害する概念と

して，「課題対処による阻害」，「対人関係による阻

害」，「変化による阻害」の３つに分類している。そ

の「課題対処による阻害」は，個人の対処様式に基

づくものであることから，今回得られた『自立への

固執』と関連があることが推察された。「対人関係

による阻害」は，転移感情との関係から『評価への

懸念』と，「変化による阻害」は問題の解決という

側面から『対象への不信』と関連があることがうか

がわれた。しかし，本研究の結果は，山本（2019）
の概念を明確に支持したものではなかった。本研究

により，援助要請行動抵抗感に関し，新たな枠組み

が提起されることになったと考えられた。 
 さて，ここで見出された３因子モデルは，小学

生を対象とした菊地・山本（2021）とよく一致す

るものであり，命名もこれに沿ったものとした。こ

のことから，その構造面に関しては，小学生から大

人に至るまで，共通の抵抗感をもつことがうかがわ

れた。このことからも，ここで得られた理解の枠組

みが，安定したものだと推察された。 
２ 自尊感情及び自己効力感の影響 
  援助要請行動抵抗感の３下位尺度それぞれに対

する自尊感情及び自己効力感の影響を検討するこ

ととした。 
（１）自尊感情の得点 

 自尊感情尺度（桜井，2000）の 10 項目について

主因子法による因子分析を行ったところ，１因子構

造が確認されたが，「もう少し自分を尊敬できたら

と思う」の１項目については負荷量が.3 に満たな

かった。そこでこれを削除して再度分析したところ，

１因子による寄与率は 51.388％となり明快な解が

得られた。内的整合性は，Cronbach’s α=.879 に

より確認された。そこで，９項目の合計を自尊感情

の得点とした。 
（２）自己効力感の得点 

 自己効力感（坂野・東條，1986）の 16 項目につ

いて主因子法による因子分析を行ったところ，第１

因子の寄与率は 27.405％と不十分なもので，第３

因子までの累積寄与率は 47.905％であった。自己

効力感の３因子構造は，坂野・東條（1986）の報告

と一致するものであり，これに倣って各因子を「行

動の積極性」「失敗に対する不安」「能力の社会的位

置づけ」と呼ぶこととした。ここでは因子得点を生

成し，これを各自己効力感の得点とした。 
（３）自尊感情及び自己効力感の援助要請行動抵抗   

感に対する影響 

 上で得られた自尊感情と自己効力感の４得点を

独立変数，援助要請行動抵抗感の各下位尺度得点を

従属変数とする重回帰分析を行った。 
 『評価への懸念』では，重回帰式は有意であり重

相関係数は R=.335（p<.01）で，有意な独立変数は

「失敗に対する不安」で，標準偏回帰係数はβ
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=.275（p<.01）であった。 
 『対象への不信』では，重回帰式は有意であり重

相関係数は R=.242（p<.05）で，有意な独立変数は

「行動の積極性」であり標準偏回帰係数はβ=
－.228（p<.05）であった。 
 『自立への固執』では，有意な重回帰式は得られ

なかった。 
『評価への懸念』に正の影響を与えていた「失敗

に対する不安」は，「人と比べて心配性な方である」

や「小さな失敗でも人よりずっと気にする」などに

より構成されるものである。また，再検査法による

安定性も確認されたものである。これらのことから，

この抵抗感は，人のパーソナリティに基づく可能性

があり，その変容はやや困難なものであることが示

唆されたと考えられた。 
『対象への不信』に負の影響を与えていた「行動

の積極性」は「何か仕事をするときは自信をもって

やる」などにより構成されるものである。そして，

再検査法によって，安定性に課題があり，人の特性

的な側面ではなく，状態的な側面を反映している可

能性が示されたものである。これらのことから，こ

の抵抗感は，状況や介入によって変容しやすいもの

であり，その意味で援助要請行動との関連も，不明

瞭なものとなったと考えられた。 
『自立への固執』には，自尊感情も自己効力感も

影響を与えていないことが示された。そしてこの抵

抗感の安定性は強固なものであった。これらのこと

から，『自立への固執』は，自身に対する評価とは

異なる容易には変容しない「信念」とも言える抵抗

感であることが示唆された。 
３ 援助要請行動への影響 
  援助要請行動抵抗感が援助要請行動に与える影

響を検討するために，援助要請行動抵抗感尺度の３

下位尺度の得点を独立変数，援助要請行動のそれぞ

れを従属変数とする重回帰分析を行った。その結果

を Table２に示した。 
 有意な重回帰式が得られた相談内容とそうでな

いものがあったことから，その内容により抵抗感の

はたらきには差異があることが分かった。 
 「自分の容姿のことで悩んだとき」を従属変数と

する分析では有意な式が得られ，『評価への懸念』

と正の関係にあることが示された。 
 「キャリア（進路）のことで悩んだとき」では，

『評価への懸念』と正，『対象への不信』『自立への

固執』と負の関係にあることが示された。 
 「自分の性格のことで悩んだとき」では，『評価

への懸念』と正，『対象への不信』と負の関係にあ

ることが示された。 
 『評価への懸念』が援助要請行動の促進要因に見

える結果が示された。しかし，これは援助要請行動

の測定上の課題に由来するもので，『評価への懸念』

は依然として阻害要因であると考えられた。質問は

「次の各項目のことで悩んだとき，あなたは誰かに

相談しますか？」の表現によった。本来の従属変数

は「援助要請行動を実際にどの程度取ったか」でな

ければならないが，実際の測定は容易ではない。ま

た，藤原・村上・西谷・櫻井（2016）はこれについ

て，日常生活で現実の困難がなかった場合には行動

化されないことを指摘している。これらのことから

今回実際に測定されたものは，行動そのものではな

く，「行動するイメージ」であった。人が相談しよ

うとする相手は信頼する人物であり，その人に相談

することをイメージすると，その重要な人物からの

評価が気になる。それは転移感情の反映でもある。

このような仕組みから，『評価への懸念』の対象と

なる人物は，援助要請を求めたい対象でもあること

になり，正の影響関係が呈せられたと考えられた。

そして，イメージを越えて，実際に援助要請を行動

化するタイミングでは，阻害要因としてはたらくも

のと考えられた。 
 そして，援助要請行動との関係では，『評価への

懸念』は『対象への不信』とは異なるとなったこ

とから，この両者は，表面上の見かけとは別に，

その特徴において，異なるものであることが示唆

された。その『対象への不信』は，援助要請行動

を広く阻害する可能性が示唆された。 
さて，『自立への固執』は，負の偏回帰係数が得

られ，阻害要因であることが示された。教育の場

において，「自立」または「自律」という表現が用

いられることは多い。各校の目標に明示され校内
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にそれが掲げられることも少なくない。法令上定

められている教育の目的や目標にもこれが散見さ

れる。例えば教育基本法第２条では「自主及び自

律の精神を養う」，第５条では「社会において自立

的に生きる基礎を培い」，第 10 条では家庭教育に

おいて「自立心を育成し」とされている。本研究

の調査対象であった大学生は，小学校段階から「自

立」を求められ，それを「人の援助を求めないこ

と」と理解してきたことが，今回の結果からうか

がえる。これまで，教師が「自立」を無条件に強

調し，「自立」と援助要請行動が矛盾せず併存でき

ることを，学校教育は十分には説明してこなかっ

たと考えられる。 
 
４ 総合的な考察 
 本研究の目的は，（ⅰ）援助要請行動抵抗感につ

いてその構造を明らかにするとともにこれを測定

する尺度を作成し，（ⅱ）自尊感情及び自己効力感

が援助要請行動抵抗感に与える影響を検討し，（ⅲ）

その援助要請行動抵抗感が援助要請行動に与える

影響について明らかにすることであった。追究の

結果，援助要請行動抵抗感は，『評価への懸念』『対

象への不信』『自立への固執』の３因子モデルで説

明できることが示された。その『評価への懸念』

はパーソナリティとの関連や転移との関係が考え

られるものであった。『対象への不信』は，援助要

請行動を広く阻害するものであると考えられたが，

状態的で容易に変容するものである可能性も示さ

れた。『自立への固執』は，個人の信念に入り込ん

だものであり，「自立」を求める学校教育の在り方

について，今後検討されなければならないものと

考えられた。 
 文部科学省（2021）が児童生徒の援助要請に関

し求めていることは，児童生徒に援助要請行動の

スキルを教えることだけではない。そこでは，児

童生徒が安心して援助要請できる環境整備も求め

ている。その環境とは，単に相談窓口を増やすな

どの支援体制に係ることだけではない。教師が児

童生徒の援助要請行動抵抗感をよく理解し，これ

を扱う能力と態度を獲得することも，整備が求め

られる環境の一つだといえよう。 
 本研究は未だ探索的な段階であり，重回帰分析

における重相関係数や偏回帰係数は小さく，その

正負を扱うに留まり，その大小については検討す

ることができなかった。そのため，上述の３因子

モデルの適合性以外の知見については，十分な検

証には至っていないものと考えられた。 
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Table１　援助要請行動抵抗感の因子分析

因子
評価へ
の懸念

対象へ
の不信

自立へ
の固執

評評価価へへのの懸懸念念（（αα==..778899,,    rr ==..880011**））

 14_相談をしたとき，その人の態度が変わってしまうかもしれないから 0.690 -0.065 -0.018
 22_相談相手からの自分への評価が気になるから 0.674 -0.073 0.169
 04_人に相談することで，その人に嫌われたくないから 0.670 0.017 -0.041
 05_相談相手に，裏切られるかもしれないから 0.618 0.068 -0.120
 17_人に相談することで，事態がもっと悪くなるかもしれないから 0.561 0.137 0.020
対対象象へへのの不不信信（（αα==..779944,,    rr ==..663399  ））

 24_相談によって解決するとは思っていないから -0.071 0.874 0.026
 11_人に相談しても，役に立つ返事がもらえないと思うから 0.112 0.694 -0.054
 02_人に相談しても，どうせ解決しないと思うから 0.012 0.667 0.044
自自立立へへのの固固執執（（αα==..779933,,    rr ==..997711**））

 15_自力で問題解決できる人間になりたいから -0.049 -0.019 0.758
 12_人に相談などしない，自立した人間であるべきだと思うから 0.134 -0.060 0.752
 21_自分自身の解決力を信じたいから -0.083 0.111 0.737

0.409 0.008
0.356** 0.226
0.020** 0.196**

†<.10, *<.05, **<.01

Table２　援助要請行動を阻害する要因

評価へ
の懸念

対象へ
の不信

自立へ
の固執

  自分の容姿のことで悩んだとき 0.304 ** 0.290** -0.138† -0.113
  対人関係のことで悩んだとき 0.154
  キャリア（進路）のことで悩んだとき 0.251 * 0.149† -0.181* -0.135†
  自分の性格のことで悩んだとき 0.272 ** 0.250** -0.184* -0.074
  自分の体の健康のことで悩んだとき 0.175

†<.10, *<.05, **<.01

重相関係数

標準偏回帰係数

項目

従属変数

右は因子間相関，左は下位尺度間相関　　
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